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みやこ町議会だより　第83号　2
み
や
こ
町
議
会
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正

（
柿
野
義
直
）年
間
で
ど
れ
く
ら
い
の

報
酬
費
が
増
額
さ
れ
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）議
長
は
19
万
５
０
０
０

円
、副
議
長
は
16
万
５
０
０
０
円
、議
員

は
15
万
円
の
増
額
。

（
原
田
和
美
）報
酬
審
議
会
の
構
成

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
。

（
総
務
課
長
）商
工
会
、社
会
福
祉
協

議
会
、企
業
、区
長
会
、福
祉
関
係
者
、住

民
代
表
な
ど
10
名
で
構
成
。

み
や
こ
町
特
別
職
の
職
員
の
給
料
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正

（
柿
野
義
直
）年
間
の
報
酬
費
の
増

額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

（
総
務
課
長
）町
長
は
24
万
円
、副
町

長
は
18
万
円
、教
育
長
は
16
万
５
０
０
０

円
の
増
額
。

（
石
松
雄
太
）当
初
４
％
増
額
と
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、最
終
的
に
２
％
に
抑
え

ら
れ
た
理
由
は
。

（
町
長
）報
酬
審
議
会
の
答
申
と
私

自
身
の
考
え
に
違
い
が
あ
っ
た
た
め
。

み
や
こ
町
営
住
宅
条
例
の一部
改
正

（
柿
野
義
直
）７
８
６
戸
あ
る
う
ち
現

在
入
居
し
て
い
る
戸
数
は
。

（
建
築
課
長
）令
和
７
年
４
月
１
日
現

在
で
５
３
０
戸
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
議

決
内
容
の一部
変
更（
豊
津
小
学
校
旧
校

舎
解
体
工
事
）

【
概
要
】

　

２
３
８
０
万
５
９
０
円
増
額
し
て

２
億
３
６
１
万
４
２
９
０
円
で
変
更
請
負

契
約
を
す
る
も
の
。

　

変
更
理
由
は
、解
体
工
事
に
お
い
て
ア
スベ

ス
ト
調
査・撤
去
工
事
を
追
加
し
た
こ
と
等
に

よ
り
、請
負
金
額
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
。

　

調
査・撤
去
工
事
の
追
加
は
、大
気
汚

染
防
止
法
改
正
に
よ
り
解
体
工
事
等
の

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
が
段
階
的
に

強
化
さ
れ
た
た
め
。

（
小
田
勝
彦
）事
前
に
情
報
が
あ
る
は

ず
、法
令
が
急
に
変
わ
る
わ
け
が
な
い
。

（
町
長
）今
回
の
こ
と
を
教
訓
に
し
っ

か
り
と
し
た
体
制
や
リ
ス
ク
管
理
を
し
て

い
き
た
い
。

令
和
７
年
度

み
や
こ
町一般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
予
算
額
２
３
８
６
万
円

【
情
報
電
算
管
理
費
】

（
柿
野
義
直
）会
議
室
を
予
約
す
る

場
合
に
、電
話
で
受
付
が
で
き
る
の
か
。

（
行
政
経
営
課
長
）現
在
も
電
話
で

空
き
状
況
の
確
認
や
仮
予
約
は
で
き
る
。

「
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
」

は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、空
き
状
況

の
確
認
や
時
間
帯
の
予
約
、支
払
い
の
決

済
ま
で
で
き
る
。

【
農
業
施
設
管
理
費
】

（
飯
本
秀
夫
）勝
山
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
湿
式
集
塵
装
置
を
修
繕
す
る
と
い
う

こ
と
は
、将
来
的
に
勝
山
の
施
設
を
活

か
し
な
が
ら
よ
そ
は
合
併
し
て
い
く
つ

も
り
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）勝
山
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
だ
け
を
個
別
に
維
持
し
て
い
く
と
い

う
予
定
は
な
い
。町
内
３
つ
の
施
設
に
つ

い
て
も
明
確
な
方
向
性
が
出
て
い
な
い
の

で
、本
年
度
中
く
ら
い
に
管
理
者
の
Ｊ
Ａ

等
と
協
議
し
、統
廃
合
か
、合
併
か
、詰
め

て
方
向
性
は
出
し
た
い
。

（
柿
野
義
直
）ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設

は
同
和
対
策
事
業
だ
が
、今
回
の
修
繕

更
新
費
用
の
財
源
内
訳
は
ど
う
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）一般
施
策
と
し
て

実
施
。修
繕
の
補
助
事
業
等
は
な
く
単

費
で
対
応
し
て
い
る
。建
替
え
は
、国
も

老
朽
化
施
設
が
多
数
あ
り
、補
助
額
の

見
直
し
等
も
行
わ
れ
て
お
り
、有
効
に

使
っ
て
い
く
。

委
員
会
審
査
報
告

　

 
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

        （
6
月
5
日
）

問

問問

問問

問問

問問 答答答

答答

答答

答答

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会　
　
　
　
　
　

        

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        （
６
月
６
日
）

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会　
　
　
　
　
　

        

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　

        （
６
月
９
日
）



3　みやこ町議会だより　第83号
【
住
宅
管
理
費
】

（
熊
谷
み
え
子
）不
動
産
鑑
定
委
託

は
巣
鳥
団
地
の
１
箇
所
だ
が
戸
数
は
。

（
建
築
課
長
）巣
鳥
第
４
団
地
は
管
理

戸
数
１７
戸
。４
戸
が
空
き
家
の
状
態
。

【
積
立
金
】

（
梅
本
智
明
）令
和
５
年
に
５
億
円
の

国
債
を
当
初
財
政
調
整
基
金
か
ら
購
入

し
た
が
、令
和
６
年
に
公
共
施
設
整
備

基
金
に
財
源
変
更
し
た
。前
回
は
20
年

国
債
だ
っ
た
が
、今
回
は
期
間
が
短
い
か

ら
財
政
調
整
基
金
で
買
う
の
か
。購
入

基
準
は
。

（
会
計
課
長
）財
政
調
整
基
金
で
購

入
し
た
理
由
は
、中
期
国
債
２
年
で
預
け

入
れ
の
期
間
が
短
く
、資
金
需
要
や
リ
ス

ク
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
購
入
を
し
た
。

答 問

　学校給食は、子どもたちの日々の食事の３分
の１を占め、成長期にある児童・生徒の心身の
発達において極めて重要な役割を果たしている。
　しかし、物価高騰の影響で、一部の自治体で
は給食の質および量の確保が困難となっている。
政府は、小学校における全国一律の給食費無償
化を令和８年に実施し、中学校についても可能
な限り早期の実現を目指している。
　しかしながら、全国一律の無償化により、自
治体においては限られた予算内で給食をまかな
う必要が生じ、その結果、物価高騰や米不足の
影響により、給食の質・量が低下しかねず自治
体ごとに格差が生じる恐れがある。
　よって、国による給食費無償化にあたっては、
すべての児童・生徒の健やかな成長を促す上に
おいて質および量の担保を可能とする十分な予
算措置を講じ、自治体で格差が生じないよう強
く要望する。

① 給食無償化の実施にあたっては、物価高騰
等の影響により給食の質や量が低下することの
ないよう、国による適切な制度設計と十分な予
算措置を講じること。
② 地産地消の推進、食育の充実、有機食材の
使用拡大など、質の高い給食を安定的に提供で
きる体制を構築すること。
③ 長期欠席児童生徒や、学校外で学ぶ子ども
たちにも給食無償化の恩恵が及ぶよう、柔軟か
つ実効性のある支援制度を整備すること。

【請願の概要】
　築城基地周辺では、航空機騒音
により住民生活に大きな支障が生
じています。将来的な滑走路延長
や戦闘機の飛来増加も懸念される
中、再編交付金を活用した基金の
創設と、防音補助制度の対象拡充
を通じ、住民の安心と地域振興に
つながる対策を求めます。

【請願事項】
① 航空機騒音障害地域において、
再編関連訓練移転等交付金を活用
した基金を創設し、住民生活の安
定と地域振興に資する施策を講じ
ていただきたい。
② 現行の防音工事補助制度では平
成 4 年以前に建築された住宅のみ
が対象とされていますが、平成 4
年以降に建築された住宅や地域の
集会所などの公共施設も補助対象
とするよう、防衛局・防衛省へ働
きかけていただきたい。

問答

国に意見書を提出 町に請願書を提出

給食無償化に際し、質・量の確保を担保するた
めの国による十分な予算措置を求める意見書

再編交付金を活用した基金創設及
び防音補助制度拡充に関する請願
請願者：呰見区長ほか９区長



　令和７年第３回定例会を６月２日から６月１３日までの１２日間にわたり開催しましたので、その議決結果について報告します。

令和７年第３回定例会 議案議決結果及び議員別賛否一覧表

承認

承認

承認

承認

同意

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

梅
本
　智
明

熊
谷
み
え
子

原
田
　和
美

柿
野
　義
直

大
束
　英
壽

中
尾
　昌
廣

飯
本
　秀
夫

小
田
　勝
彦

石
松
　雄
太

六
田
　一
美

柿
野
　直
子

松
本
　
　潤

岩
村
宗
一
郎

議決
結果

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、除は除斥。 可決された意見書は関係機関に郵送しました。

議員名
議案名（敬称略）

専決処分の承認を求めることについて
（みやこ町税条例の一部を改正する条例の制定について）
専決処分の承認を求めることについて
（みやこ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）
専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度みやこ町一般会計補正予算（第１号））
専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度みやこ町住宅新築資金等事業特別会計補正予算（第１号））
みやこ町教育委員会委員の任命について
（吉田 勉、犬塚 恵己）

京都郡公平委員会委員の選任について（藤本 孝彦）

みやこ町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について
みやこ町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例の制定について
みやこ町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

みやこ町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更に
ついて（豊津小学校旧校舎解体工事）

令和７年度みやこ町一般会計補正予算（第２号）

令和７年度みやこ町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

給食無償化に際し、質・量の確保を担保するための国による
十分な予算措置を求める意見書（案）について
再編交付金を活用した基金創設及び防音補助制度拡充に
関する請願

（ 

◎
委
員
長  

○
副
委
員
長 

）

【 

議
会
運
営
委
員
会 

】

  

◎
飯
本
　秀
夫
　○
大
束
　英
壽

　  

梅
本
　智
明
　
　柿
野
　直
子

　  

岩
村
宗
一
郎

【 

総
務
産
業
常
任
委
員
会 

】

  

◎
岩
村
宗
一
郎
　〇
石
松
　雄
太

　  

原
田
　和
美
　
　柿
野
　義
直

　  

飯
本
　秀
夫
　
　松
本
　潤

【 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

】

  

◎
柿
野
　直
子
　○
中
尾
　昌
廣

　  

梅
本
　智
明
　
　熊
谷
み
え
子

　  

大
束
　英
壽
　
　小
田
　勝
彦

　  

六
田
　一
美

【 

予
算
決
算
常
任
委
員
会 

】

  

◎
大
束
　英
壽
　○
松
本
　潤

　  ※
議
長
除
く
全
議
員

　第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
国
府
の
郷
、

四
季
犀
館
、勝
山
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
経
営
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
構
成
変
更
の
お
知
ら
せ
！
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動画はこちら

問
増
え
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、そ
の
原
因
は
何
な
の
か
。

町
長　
緊
急
搬
送
の
原
因
に

つ
い
て
の
特
定
は
難
し
い
。

　
搬
送
者
の
う
ち
高
齢
者
の

利
用
が
70
％
以
上
で
、
高
齢

に
伴
う
急
病
な
ど
が
原
因
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

問
や
は
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
っ
て
か
ら
増
え
て
い
る

が
、急
病
者
の
う
ち
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
何
回
し
た
と
い
う
記

録
の
保
存
は
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
救
急
搬
送
に
お
け
る

急
病
、
こ
の
病
状
の
特
定
は

で
き
て
い
な
い
。
そ
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
が
含
ま

れ
て
い
る
か
は
分
か
ら
な

い
。

み
や
こ
町
の
交
通
に
つ
い
て

問
み
や
こ
町
の
あ
い
の
り
タ

ク
シ
ー
、今
年
か
ら
の
増
便
は

嬉
し
い
が
、も
っ
と
遅
い
時
間

帯
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の

声
を
聞
く
が
。

町
長　
業
者
と
も
協
議
を
重

ね
、
増
便
も
含
め
た
利
便
性

の
向
上
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

問
勝
山
地
区
の
学
生
が
北

九
州
市
な
ど
へ
通
学
す
る
た

め
、行
橋
駅
を
利
用
し
て
い

る
。朝
早
い
バ
ス
が
１
本
で
も

あ
る
と
ぜ
ひ
利
用
し
た
い
と

聞
く
が
。

町
長　
バ
ス
の
増
便
、
ダ
イ

ヤ
変
更
に
つ
い
て
は
、
影
響

が
近
隣
市
町
に
及
ぶ
こ
と
や
、

路
線
バ
ス
負
担
金
の
増
加
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
一
次
産
業
に
つ
い
て

問
全
国
で
、山
や
水
源
、農

地
、企
業
が
外
国
資
本
や
外

国
人
に
買
わ
れ
て
い
る
。我
が

町
の
農
地
や
森
林
は
守
ら
れ

て
い
る
か
。

町
長　
外
国
人
の
土
地
取
得

の
問
題
は
承
知
し
て
い
る
。

町
と
し
て
所
有
者
が
ど
の
よ

う
な
方
で
あ
れ
適
切
に
管
理

さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

森
林
に
つ
い
て
は
、
規
制
が

あ
る
の
で
、
動
向
に
つ
い
て

注
視
し
て
い
く
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

問
給
食
費
無
償
化
、一見
い
い

こ
と
の
よ
う
に
み
え
る
が
、食

材
の
質・量
、安
全
性
は
守
ら

れ
て
い
る
か
。

教
育
長　
無
償
化
に
よ
っ
て

質
を
落
と
し
た
り
、
安
全
性

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
は

な
い
し
、
こ
れ
か
ら
も
な

い
。

問
食
材
や
調
味
料
の
変
更

は
。

教
育
長　

無
償
化
を
理
由

に
、変
え
た
こ
と
は
な
い
。

問
他
市
町
村
で
は
、有
機
食

材
の
推
進
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に

力
を
い
れ
て
い
る
。

教
育
長　
今
後
、勉
強
し
て
い

く
。

松
まつもと

本　潤
じゅん

　議員

みやこ町の緊急車両、特に救急車
の過去５年間の出動回数は

令和４年１０９１件、令和５年１２４９
件、令和６年１１６９件

問

答

問 問

み
や
こ
町
の
交
通
に
つ
い
て

第一次
産
業
に
つ
い
て

問 問

問

問 問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問

学
校
給
食
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

みやこ町の学校給食みやこ町の学校給食
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熊
くまがい

谷　み
み え こ

え子　議員

問
利
用
料
２
割
負
担
の
対

象
者
の
拡
大
、ケ
ア
プ
ラ
ン
の

有
料
化
が
審
議
を
さ
れ
て
い

る
。

　
介
護
報
酬
改
定
で
訪
問
事

業
所
は
基
本
報
酬
で
２
％
か

ら
３
％
引
き
下
げ
ら
れ
、多
く

の
小
規
模
零
細
事
業
者
が
経

営
難
に
陥
っ
て
い
る
。在
宅
介

護
の
危
機
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
住
み
慣
れ
た
家
で
老
後
を

過
ご
し
た
い
、地
域
の
中
で
暮

ら
し
た
い
と
い
う
願
い
が
か

な
う
介
護
保
険
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

町
長　
４
月
１
日
現
在
、
高

齢
化
率
43
％
、
高
齢
者
数

７
５
６
７
人
。
高
齢
化
率
は

上
昇
し
、
福
岡
県
内
で
も
上

位
に
位
置
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
な
が
ら
生
活
を
継
続
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
報
酬
減
の一部
で
も
補
填

す
る
形
で
の一時
金
の
支
給
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
国
の
施
策
で
足
ら
ざ

る
と
こ
ろ
、
な
る
べ
く
町
の
ほ

う
で
も
許
す
限
り
で
や
っ
て
い

く
こ
と
は
基
本
ス
タ
ン
ス
で
あ

る
の
で
、
福
祉
事
業
に
関
わ

ら
ず
、
政
策
は
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い

て問
子
ど
も
条
例
の
制
定
の

考
え
は
。

教
育
長　
担
当
部
局
と
前
向

き
な
方
向
で
協
議
を
進
め
た

い
。

問
教
育
大
綱
に
あ
る
年
々

増
え
続
け
る
不
登
校
の
児

童・生
徒
が
置
か
れ
て
い
る
現

状
、求
め
ら
れ
る
支
援
対
策

を
問
う
。

教
育
長  

不
登
校
や
集
団
生

活
に
不
適
応
傾
向
の
あ
る
児

童
・
生
徒
を
支
援
す
る
校
内

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
既

に
各
中
学
校
に
は
設
置
し
て

い
る
。
各
小
学
校
に
も
設
置

を
進
め
て
い
く
。

問
学
校
で
の
健
康
診
断
の

実
施
状
況
。
医
療
機
関
で
の

受
診
も
可
能
な
対
策
を
と
る

こ
と
。

教
育
長  

実
施
で
き
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
大
半
で
あ
る
こ
と
は

事
実
。
健
康
診
断
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の

変
調
が
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
の
で
、
今
後
真
剣
に
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

問
家
族
へ
の
支
援
・
相
談

体
制
は
現
状
で
は
ど
う
か
。

教
育
長  

各
中
学
校
区
に
１

人
ず
つ
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、
児
童
・

生
徒
が
抱
え
る
問
題
に
対
し

て
、
保
護
者
や
教
職
員
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
解

決
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

学
校
体
育
館
な
ど
の
施
設
の

空
調
対
策
を
求
め
る

問
６
月
に
異
常
な
猛
暑
で

あ
る
。

　

小
規
模
の
エ
ア
コ
ン
設

置
、
据
え
置
き
型
な
ど
台
数

増
は
急
務
と
い
え
る
。

町
長　

令
和
６
年
で
福
岡

県
の
公
立
学
校
に
お
け
る
体

育
館
等
の
空
調
設
置
率
は
約

３
％
。
み
や
こ
町
に
は
空
調

を
設
置
し
た
学
校
体
育
館
や

講
堂
は
な
い
。

　

児
童
・
生
徒
の
熱
中
症
対

策
、
ま
た
は
全
小
中
学
校
が

緊
急
時
の
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
財

源
や
学
校
再
編
等
の
課
題
を

総
合
的
に
考
え
な
が
ら
、
関

係
部
署
と
の
協
議
を
今
後
進

め
て
い
き
た
い
。

国の今後の動向を注視していき
たい

介護保険の改悪を行わないよう
国に要望すべき問

答

問

問問問

学
校
体
育
館
な
ど
の
施
設

の
空
調
対
策
を
求
め
る

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い

て 町
長

町
長

町
長

問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問問



7　みやこ町議会だより　第83号

動画はこちら

問
他
地
域
で
は
、小
学
生
が

登
下
校
時
に
係
る
事
件
が
発

生
し
て
お
り
、対
岸
の
火
事
と

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。現

在
の
見
守
り
体
制
を
伺
う
。

教
育
長　
み
や
こ
町
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
の
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み

と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
巡
回
や
学

校
安
全
見
守
り
隊
と
し
て
、

地
域
の
方
々
に
登
録
し
て
い

た
だ
き
見
守
り
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
は
現
在
２
名
を

雇
用
。
安
全
見
守
り
隊
は
42

名
の
方
が
登
録
し
て
い
る
。

さ
ら
に
子
ど
も
110
番
の
家
に

は
３
７
５
軒
の
方
々
に
お
願

い
し
て
い
る
。

問
隣
の
町
、香
春
町
で
は
午

後
５
時
に
な
っ
た
ら
こ
ん
な
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
。【
こ
ち

ら
は
香
春
町
で
す
。も
う
す

ぐ
５
時
に
な
り
ま
す
。外
で

遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、

気
を
付
け
て
お
家
に
帰
り
ま

し
ょ
う
。地
域
の
皆
さ
ん
は
、

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
お

願
い
し
ま
す
。】と
屋
外
放
送

で
見
守
り
の
お
願
い
を
し
て

い
る
。素
朴
で
あ
る
が
、直
接

的
で
抑
止
効
果
が
あ
る
と
思

う
が
、ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長　
安
全
を
呼

び
か
け
る
一
方
策
と
し
て
、

「
な
が
ら
見
守
り
」
と
い

い
、
大
人
の
方
、
高
齢
者
の

方
、
家
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

が
登
下
校
時
に
家
の
前
に
出

た
り
し
て
何
か
を
し
な
が
ら

見
守
る
と
い
う
在
り
方
も
今

注
目
さ
れ
て
い
る
見
守
り
方

だ
と
理
解
し
て
い
る
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ

い
て

問
子
ど
も
た
ち
の
生
活
環

境
、教
育
環
境
を
考
え
る
と

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
急

務
と
思
う
が
、現
状
と
今
後

の
設
置
計
画
を
伺
う
。

町
長　
小
中
学
校
併
せ
て
の

設
置
率
は
約
70
％
、
残
り
約

30
％
が
和
式
ト
イ
レ
と
な
っ

て
い
る
。
残
り
30
％
の
和
式

に
つ
い
て
は
順
次
洋
式
ト
イ

レ
に
改
修
し
て
い
く
。

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て問
小
中
学
校
、保
育
所
、お

寺
を
現
在
の
目
的
地
指
定
施

設
に
追
加
で
き
な
い
か
。

町
長　
目
的
地
の
拡
充
に
つ

い
て
は
様
々
な
意
見
を
聞
い

て
い
る
が
、
日
常
生
活
に
必

要
な
交
通
手
段
を
確
保
す
る

と
い
う
制
度
本
来
の
趣
旨
を

踏
ま
え
つ
つ
、
住
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
よ
り
よ
い
制
度

を
目
指
し
て
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
日
常
生
活
の
範
囲
拡
大

と
規
制
緩
和
を
し
て
、町
民

の
た
め
の
こ
と
を
優
先
す
べ

き
と
考
え
る
。

行
政
経
営
課
長　
財
政
状
況

等
も
考
え
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て問
児
童
の
保
護
及
び
健
全

な
育
成
を
図
る
た
め
、放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て

い
る
が
、全
国
で
は
待
機
児

童
が
い
る
よ
う
で
あ
る
。み

や
こ
町
の
利
用
者
状
況
を
伺

う
。

町
長
全
体
で
定
員
数
３
７

０
名
に
対
し
利
用
者
数
は
３

１
２
名
で
あ
り
、
待
機
児
童

は
発
生
し
て
い
な
い
。

柿
か き の

野　直
な お こ

子　議員

屋外放送で小学生の見守りを

注目されている見守りと理解し
ている

問

答

問

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ

い
て

町
長

町
長

町
長

教
育
長

学
校
教
育
課
長

行
政
経
営
課
長

問問

問

問 問
利用しにくい和式トイレ
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石
いしまつ

松　雄
ゆ う た

太　議員

問
な
ぜ
議
会
に
報
告
が
な
い

の
か
。

産
業
振
興
課
長　
方
針
が
定

ま
って
い
な
い
。

問
構
想
開
始
時
期
は
。

副
町
長　
具
体
的
に
覚
え
て

い
な
い
。

問
地
元
住
民
・
関
係
事
業

者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
。

産
業
振
興
課
長　
地
元
住
民

19
名
に
対
し
て
行
っ
た
。

問
19
名
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

１
０
０
０
万
円
か
け
る
の
は

お
か
し
く
な
い
か
。

長
尾
振
興
課
長　
少
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
絞
っ
て
調
査

し
た
。

問
実
現
可
能
な
内
容
な
の

か
。

町
長　
可
能
だ
と
思
う
。

要
望

１
０
０
０
万
円
以
上

か
け
た
報
告
書
が
単
な
る
提

出
物
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

移
動
販
売

問
町
と
し
て
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
う
の
か
。

保
険
福
祉
課
長　
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
買
い
物
弱
者
は
何
人
い
る

か
。

保
険
福
祉
課
長　
把
握
で
き

て
い
な
い
が
、
介
護
保
険
事

業
の
計
画
策
定
時
に
調
査
予

定
。

問
町
独
自
の
補
助
制
度
は

創
設
し
な
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

調
査
し

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
予
算
措
置

を
検
討
し
た
い
。

区
長
業
務

問
区
長
業
務
委
託
金
を
見

直
す
べ
き
で
は
。

町
長　
合
併
以
来
改
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
物
価
高
騰
の
影

響
も
勘
案
し
、
見
直
し
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
広
報
誌
配
布
を
外
部
委

託
す
べ
き
で
は
。

町
長　
今
後
時
代
に
合
わ
せ

て
検
討
し
た
い
。

１０００万円弱

伊良原ダム周辺地域活性化業務報
告書にかかった費用は問

答

【伊良原ダム周辺活性化業務報告書とは】
　令和６年度伊良原ダム周辺施設の継続的運用のため実施された「伊良原ダム周辺活性化業務（調査・経営策提
案）」の報告書。
　この報告書は、現状の調査・分析結果をまとめ、事業提案を受けたものであり、具体的な内容や計画は今後、町
において精査・検討し、方針等詳細が決定次第、議会に報告がある予定。
＜伊良原ダム周辺活性化業務概要＞
請 負 額：１０,７８０,０００円（税込み）
請負業者：株式会社エーゼログループ
工　　期：令和６年９月２日～令和７年３月３１日

問問問 問問 産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

保
険
福
祉
課
長

産
業
振
興
課
長

保
険
福
祉
課
長

副
町
長

問 問問 問
活用が期待される伊良原ダム周辺施設活用が期待される伊良原ダム周辺施設

移
動
販
売

区
長
業
務

町
長

町
長

町
長

問

要
望
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問
今
年
が
昭
和
百
年
、今
年

度
の
計
画
は
。

町
長　
吉
田
学
軒
顕
彰
碑
の

移
設
事
業
、
記
念
切
手
の
発

行
が
あ
る
。

問
豊
後
高
田
市
は
い
ろ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
る
。百

年
の「
の
ぼ
り
旗
」は
設
置
で

き
な
い
か
。

町
長　

担
当
課
と
協
議
す

る
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
勝
山
地
区
の
拠
点
整
備
、

住
宅
問
題
、公
共
交
通
、本

庁
舎
建
替
え
、公
園
整
備
、学

校
再
編
、２
０
１
号
バ
イ
パ
ス

関
係
等
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。ペ
ー
ス
が
遅
い
よ
う
に
感

じ
る
が
、も
う
少
し
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
で
き
な
い
か
。

町
長　
ス
ピ
ー
ド
が
課
題
だ

と
常
々
思
っ
て
い
る
。
行
政
も

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
る
中
間

の
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
早
く

立
ち
上
げ
た
い
。
そ
れ
が
で

き
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き

る
と
期
待
し
て
い
る
。

問
３
つ
の
拠
点
整
備
で
進
め

て
い
る
が
、
ど
こ
か一ヶ
所
に

絞
っ
て
進
め
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長　
可
能
な
ら
ば
、
で
き

る
限
り
一
ヶ
所
に
絞
っ
て
進
め

た
い
。
諸
条
件
と
足
並
み
を

合
わ
せ
な
が
ら
と
い
う
状
況

だ
。

問
ゆ
め
づ
く
り
事
業
、
交

付
対
象
期
間
が
原
則
３
年
、

特
に
町
長
が
認
め
た
場
合
は

５
年
を
限
度
と
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
は
継
続
し
て
活

動
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
、

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は

ず
っ
と
助
成
す
る
よ
う
変
更

で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
現
在
30
万

円
を
限
度
に
交
付
額
を
決
定

し
て
い
る
。在
り
方
、年
限
も

含
め
て
制
度
を
検
討
し
直
し

た
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

今
の
と
こ
ろ
つ
く
る

予
定
は
な
か
っ
た
が
、
条
例
が

あ
っ
た
方
が
有
効
だ
と
言
う

判
断
で
あ
れ
ば
、
つ
く
る
こ
と

も
考
え
た
い
。

問
小
学
校
の
再
編
、
12
月

議
会
で
も
質
問
し
、
５・６
年

後
を
め
ど
に
設
置
、
建
設
し

た
い
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

５・６
年
後
、
大
丈
夫
か
。

学
校
教
育
課
長　
豊
津
小
学

校
が
完
成
ま
で
８
年
程
度
か

か
っ
て
い
る
状
況
で
、
こ
れ
か

ら
土
地
の
用
地
買
収
等
考
え

る
と
厳
し
い
と
思
う
。

梅
うめもと

本　智
ともあき

明　議員

昭和百年記念事業の実施時期は

令和８年４月２９日を考えている

問

答

産
業
振
興
課
長

学
校
教
育
課
長

町
長

吉田学軒顕彰碑吉田学軒顕彰碑

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

町
長

問 問

問 問

問問

問
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柿
か き の

野　義
よしなお

直　議員

問
い
つ
ま
で
に
公
認
が
取
れ

る
の
か
。

教
育
長　
令
和
８
年
４
月
１

日
を
も
っ
て
第
４
種
Ｌ（
ラ
イ

ト
）の
公
認
の
計
画
。

問
助
成
金
が
少
な
か
っ
た
理

由
は
何
か
。

生
涯
学
習
課
長　

検
定
員
の

指
摘
に
よ
り
見
積
も
り
が

８
０
０
０
万
円
で
、そ
の
３
分

の
２
の
５
４
０
０
万
円
を
い
た

だ
け
た
ら
と
予
算
計
上
し
た
。

１
６
０
０
万
円
は
助
成
団
体

の
判
断
。

問
先
の
議
会
全
員
協
議
会

の
説
明
で
は
規
模
の
縮
小
を

考
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が
。

生
涯
学
習
課
長　
棒
高
跳
び
、

ウ
レ
タ
ン
舗
装
の
改
修
面
積

の
縮
小
を
検
定
員
の
方
に
見

直
し
て
も
ら
う
。今
、金
額
は

わ
か
ら
な
い
。

問
ト
イ
レ
と
時
計
は
修
理
す

る
の
か
。

教
育
長　
時
計
は
現
在
よ
り

少
し
小
型
の
も
の
を
設
置
す

る
。

生
涯
学
習
課
長　
ト
イ
レ
は

応
急
処
置
で
３
０
０
万
円
程

度
か
か
る
、ど
う
す
る
か
検
討

す
る
。

問
周
辺
自
治
体
へ
の
働
き
か

け
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

今
回
に
つ
い
て
は
他

市
町
村
か
ら
い
た
だ
か
な
い
。

今
後
の
協
力
体
制
が
築
け
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

日
産
の
合
理
化
の
影
響
は

問
日
産
は
日
本
国
内
５
工

場
を
３
工
場
に
縮
小
す
る
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
苅
田
工

場
の
影
響
を
つ
か
ん
で
い
る

か
。

町
長　
苅
田
工
場
が
ど
う
な

る
か
明
確
な
把
握
は
で
き
て

い
な
い
。
情
報
収
集
に
努
め
、

注
視
し
て
い
く
。

問
自
動
車
は
ト
ラ
ン
プ

関
税
で
27
．５
％
と
な
り
、

大
打
撃
と
な
る
。わ
が
町

に
は
自
動
車
関
連
工
場
が

多
く
大
き
な
影
響
が
出
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長　
国
の
交
渉
に
よ
って
大

き
く
変
わ
る
。
事
態
の
推
移

を
注
視
し
た
い
。

産
業
振
興
課
長　
町
内
大
手

企
業
に
問
い
か
け
を
行
っ
た
が

特
筆
す
る
回
答
は
な
か
っ
た
。

県
に
は
情
報
収
集
を
行
う
。

築
城
基
地
騒
音
被
害
に
つ
い

て問
地
元
負
担
金
軽
減
に
向

け
た
条
例
制
定
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。

町
長　
電
気
代
の
助
成
、
農

林
業
関
係
事
業
の
地
元
負
担

金
の
軽
減
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
適
宜
見
直
す
。
条
例

整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

問
３
月
議
会
で
条
例
に
基
づ

き
地
元
負
担
を
免
除
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
と
答
弁
し

て
い
る
が
。

行
政
経
営
課
長　
築
城
基
地

周
辺
自
治
体
で
は
そ
う
い
う

条
例
は
な
い
。
他
の
基
地
の

関
係
自
治
体
に
調
査
し
報
告

す
る
。

問
地
元
か
ら
基
金
創
設
を

求
め
る
請
願
が
出
て
い
る
が
。

行
政
経
営
課
長　
防
衛
局
か

ら
「
使
用
用
途
が
大
き
く
、

具
体
的
事
業
を
指
定
し
な
い

と
交
付
金
の
充
当
は
で
き
な

い
」
と
回
答
が
あ
る
。
請
願

可
決
さ
れ
た
ら
対
応
を
考
え

る
。

スポーツ振興くじ助成は１６００万円
の交付決定をいただいた

豊津陸上競技場の公認申請は進
んでいるか問

答

日
産
の
合
理
化
の
影
響
は

教
育
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

町
長

生
涯
学
習
課
長

教
育
長

産
業
振
興
課
長

町
長

行
政
経
営
課
長

行
政
経
営
課
長

町
長

町
長

問問問問

問問

問問

問 問

豊津陸上競技場

築
城
基
地
騒
音
被
害
に
つ
い

て
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問
豊
津
小
学
校
解
体
工
事
に

つ
い
て
は
今
回
２
回
目
の
変

更
契
約
で
２
千
万
円
余
り
の

増
額
変
更
が
上
程
さ
れ
て
い

る
が
、
工
程
及
び
内
容
と
積

算
根
拠
に
つ
い
て
。

教
育
長
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調

査・工
事
の
た
め
令
和
６
年
10

月
上
旬
か
ら
３
カ
月
要
し
た

た
め
、令
和
７
年
３
月
議
会
で

工
事
期
間
延
長
に
よ
る
契
約

変
更
、今
回
の
議
会
に
て
増
額

変
更
を
上
程
し
た
。

町
長　
積
算
に
つ
い
て
は
、後

日
資
料
を
提
出
す
る
。

問
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
増
額

で
あ
る
が
、
事
前
に
設
計
計

上
し
て
な
い
と
、
お
か
し
く

な
い
か
。

町
長　
大
気
汚
染
防
止
法
の

改
正
に
よ
り
規
制
強
化
さ
れ
、

令
和
５
年
10
月
か
ら
解
体
工

事
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
事
前
調
査

は
有
資
格
者
が
行
う
必
要
が

あ
る
と
さ
れ
た
。そ
の
た
め
、元

請
業
者
の
義
務
で
調
査
が
必

要
に
な
り
、積
算
の
必
要
が
生

じ
た
。

問
監
理
委
託
に
つ
い
て
、必

要
で
あ
る
か
。

町
長　
み
や
こ
町
で
は
常
に

建
物
を
建
て
な
い
か
ら
、
常

駐
職
員
を
雇
う
よ
り
必
要
に

応
じ
て
委
託
契
約
し
た
ほ
う

が
安
価
に
済
む
。

原
は ら だ

田　和
か ず み

美　議員

２回目の契約変更で２千万円余り
の増額であるがなぜか

法令変更により工事種別が増えた
ためである

問

答

町
長

町
長

教
育
長

問

問

問

町
長

旧豊津小学校校舎　解体前

旧豊津小学校校舎　解体中

アスベスト事前調査まとめ（材料別該当箇所一覧）の一部

旧豊津小学校校舎　解体後

件 名：豊津小学校整備事業（アスベスト関係）
提出課：学校教育課
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問
生
立
区
の
ヤ
ー
ド
に
つ

い
て
、
水
利
権
の
あ
る
側
溝

か
ら
水
を
汲
み
取
る
た
め
の

ポ
ン
プ
を
伸
ば
し
た
り
、
雨

水
を
捨
て
る
た
め
の
側
溝
か

ら
パ
イ
プ
を
延
長
し
、
土
壌

や
側
溝
に
流
す
よ
う
な
施
設

を
勝
手
に
作
っ
て
い
る
状
況
。

こ
の
件
を
把
握
さ
れ
、
対
処

し
て
い
る
か
。

住
民
課
長　
排
水
溝
に
流
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
確
認
し

て
い
る
。
６
月
に
現
地
を
保

健
所
と
役
場
職
員
が
訪
問
し
、

排
水
を
ど
の
よ
う
に
流
し
て
い

る
か
確
認
す
る
。

問
井
戸
を
利
用
す
る
家
庭

も
あ
る
。
業
者
に
水
質
検
査

を
行
う
よ
う
に
促
す
こ
と
は

可
能
か
。

住
民
課
長　
水
質
検
査
を
業

者
に
お
願
い
で
き
な
い
か
検
討

す
る
。

問
説
明
会
の
開
催
依
頼
を

行
え
な
い
か
。

住
民
課
長　
業
者
と
連
絡
し
、

地
元
に
説
明
で
き
な
い
か
お
願

い
す
る
。

買
い
物
困
難
な
住
民
へ
の
支

援
を

問
犀
川
駅
前
の
ス
ー
パ
ー
ま

る
じ
ゅ
う
が
閉
店
し
、
波
紋

を
呼
ん
で
い
る
。
高
齢
者
や

買
い
物
支
援
を
望
ま
れ
る
方

が
多
く
い
る
。
町
と
し
て
の

対
応
は
。

保
険
福
祉
課
長　
高
齢
者
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
困
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い

る
。
今
後
町
と
し
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
ま
る
じ
ゅ
う
の
跡
地
に
関

し
て
、
建
物
は
解
体
を
予
定

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
拠

点
に
犀
川
駅
前
も
入
っ
て
い

る
。
解
体
後
の
利
活
用
の
検

討
は
。

町
長　

行
政
だ
け
で
で
き
る

話
で
は
な
い
。
地
元
や
実
績

の
あ
る
方
々
と
チ
ー
ム
を
組

み
、
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
み

ん
な
で
考
え
、
実
現
す
る
と

い
う
形
が
望
ま
し
い
。

問
他
地
域
で
も
行
わ
れ
て
い

る
が
、
コ
ン
テ
ナ
を
置
い
て

若
者
の
起
業
の
場
を
与
え
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
や
日
用

品
や
食
料
品
等
が
購
入
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
に
な
れ
ば
と
希

望
し
て
い
る
。
犀
川
駅
前
で

地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
活

動
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
が
、

今
後
の
連
携
の
計
画
は
。

町
長
公
室
長　
犀
川
駅
前
は

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア
ク
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
る
。
行
政
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
や
色
々
な
方

を
巻
き
込
み
事
業
展
開
を
し

て
い
き
た
い
。

平
成
筑
豊
鉄
道
に
つ
い
て

問
法
定
協
議
会
の
議
事
録

を
読
む
と
住
民
の
声
が
反
映

さ
れ
て
い
る
か
疑
問
。
平
成

筑
豊
鉄
道
の
存
続
を
切
望
さ

れ
て
い
る
方
の
意
見
を
法
定

協
議
会
で
伝
え
る
機
会
は
。

行
政
経
営
課
長　
聞
く
機
会

が
あ
れ
ば
やって
い
き
た
い
。

問 問問

動画はこちら

岩
いわむら

村　宗
そういちろう

一郎　議員

町独自の規制が必要であるという
結論に達している

ヤードに関しその後の執行部内の
協議は問

答

問

問 町
長

町
長
公
室
長

行
政
経
営
課
長

問 問住
民
課
長

住
民
課
長

保
険
福
祉
課
長

住
民
課
長

平
成
筑
豊
鉄
道
に
つ
い
て

買
い
物
困
難
な
住
民
へ
の
支

援
を

犀川駅前のスーパーまるじゅう
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問
勝
山
に
は
京
都
病
院
の
よ

う
な
入
院
設
備
が
整
っ
た
病

院
が
あ
る
が
、
豊
津
・
犀
川

地
区
に
は
そ
れ
に
見
合
う
病

院
が
な
い
。
交
通
弱
者
に
と
っ

て
こ
の
こ
と
は
深
刻
な
問
題
。

い
く
つ
も
の
診
療
が
で
き
る

病
院
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

町
長　
み
や
こ
町
は
京
築
保

健
医
療
圏
に
属
し
、
圏
域
に

お
け
る
既
存
病
床
数
は
基
準

を
上
回
って
い
る
状
況
。

　

今
後
も
町
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
医
療

提
供
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、

福
岡
県
京
築
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
、
京
都
医
師
会
及
び

豊
前
築
上
医
師
会
な
ど
関
係

団
体
と
連
携
を
図
って
い
く
。

農
業
支
援
の
た
め
の
奨
学
金

制
度
の
設
立

問
今
、 

農
業
に
携
わ
っ
て
い

る
人
は
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者

で
あ
る
。
営
農
組
合
の
方
も

一
度
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方

が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
と

10
年
も
す
れ
ば
、
農
業
を
さ

れ
る
方
が
少
な
く
な
り
田
が

荒
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

若
い
人
に
農
業
に
携
わ
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
。

　
将
来 

み
や
こ
町
で
農
業
す

る
若
者
の
農
業
高
校
、
大
学

の
農
学
部
に
進
学
す
る
学
生

に
対
し
て
奨
学
金
制
度
な
ど

の
支
援
す
る
取
り
組
み
を
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

町
長　

国
の
新
規
就
農 

育

成
総
合
対
策
の
中
で
経
営
開

始
資
金
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

就
農
す
る
に
あ
た
り
研
修
を

す
る
場
合
に
年
間
１
５
０
万

円
を
３
年
間
支
給
す
る
と
い

う
制
度
が
あ
る
。
ま
た
、
町

独
自
の
事
業
で
年
限
は
２
年

間
で
町
内
の
農
業
研
修
を
行

う
場
合
に
は
、
１
ヶ
月
あ
た

り
15
万
円
の
貸
付
制
度
も
あ

る
。

　

そ
う
い
う
も
の
を
活
用
し

て
就
農
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

豊
津
支
所
前
バ
ス
停
の
雨
対

策問
豊
津
支
所
前
バ
ス
停
で

雨
の
日
、
育
徳
館
中
・
高
校

生
の
大
事
な
本
が
入
っ
て
い

る
カ
バ
ン
が
雨
で
濡
れ
て
い

る
の
を
目
に
す
る
。
対
策
を

考
え
て
欲
し
い
。

町
長　
バ
ス
停
で
の
待
ち
時

間
の
使
い
方
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア
ク

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る
、「
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｓ　
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
中
で 

こ
の

課
題
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

内
田 

町
長
の
取
組

問
ミ
ヤ
コ
カ
エ
ル
と
い
う 

ス

ロ
ー
ガ
ン
で
町
長
に
立
候
補

し
て
き
た
が
、
３
年
間
で
何

を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
の
か
、

お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　
３
年
間
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
示
す
「
ま

ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
の
策
定
、
保
育
料
や
給

食
費
の
無
償
化
な
ど
の
子
育

て
支
援
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

簡
素
化
や
支
所
と
本
庁
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ
Ｄ
Ｘ
の
推

進
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

六
ろ く た

田　一
か ず み

美　議員

総合病院の誘致に取り組んでほ
しい

関係団体と連携を図っていく

問

答

問

問問

問

豊
津
支
所
前
バ
ス
停
の
雨

対
策

町
長

町
長

町
長

町
長

内
田 

町
長
の
取
組

農
業
支
援
の
た
め
の
奨
学

金
制
度
の
設
立

豊津支所前バス停



考える子どもたち！地域の将来を
犀川小学校の児童      が議会を傍聴 !

６月２日から１３日までの会期で開催された６月定例会の一般質問（10日・11日） 　             に犀川小学校（３５人）の６年生の子どもたちが傍聴に来ました。
子どもたちの目に議会はどのように映ったのでしょうか。          　　 感想文を頂きましたので、少しですが、ご紹介いたします。

★ 今回の議会傍聴をして、給食費の
無償化についてもっとより深く考え
たりすることができたり、まだ知ら
ないことなどを聞けて、とても勉強
になりました。

★ 課題に対しての対さくや、解決法
などもしんけんに話しているのです
ごかった。話し合う場所は、明るくて
広かったので、きんちょう感がすご
かった。

★ いつもとちがうとこをいって、どん
なはなしをしていんだなっておもいま
した。議会傍聴にいってきゅうしょく
がすくないとかいろんなことではなし
あっているんだなっておもいました。

★ みやこまちのことをきめている
ことやぎかいのみなさんがみやこ
町をよりよくするために何時間も
話し合ってじょうれいを
きめているとわかり
ました。

★ ぎかいにいくのはきんちょうし
たけど、いがいとたのしかった。む
ずかしい言葉があって何をいってい
るか分かんなかったけど、みなさま
のはなしているのをみてるだけで
たのしかったです。

★ ぼくが大人になったら議員になり
たいです。

犀川小学校６年２組

※感想文は原文のまま掲載しています。

地域の将来を
犀川小学校の児童      が議会を傍聴 !

６月２日から１３日までの会期で開催された６月定例会の一般質問（10日・11日） 　             に犀川小学校（３５人）の６年生の子どもたちが傍聴に来ました。
子どもたちの目に議会はどのように映ったのでしょうか。          　　 感想文を頂きましたので、少しですが、ご紹介いたします。

★ 議会ではしんけんで、裁判みたい
でおもしろかった。

★ 議員さんは男の人が多かったです。

★ 住民のことを理解していることがわ
かりました。また大人だけではなく小学
生や子どもなども視野にいれて議会を
しているところがすばらしいとかんじま
した。それから、この議会で市や町をう
ごかしていることが
すごいとかんじました。

★ 内容が自分的にはりかいしにくいも
のだったけど、みやこ町をよくしようと
みんなでいろんな意見をだしあってい
てすごいなと思った。

★ トランプかんぜいのせいで、にっさんがあぶないと聞いて「だいじょうぶか」と
思ったけどみやこ町の議員さんならだいじょうぶだと思います！！今まで議会のこ
とは社会の学習で学んでいたけど、実さい見るとこういう風にしているんだと思い
ました。これからもみやこ町のためにがんばってください！！

★ ほんじつは、きちょうなけいけん
をありがとうございました。もっとみ
やこ町をよくしてください！

★ 政治にもっと興味がわきました。
公共の場にも議会が関わっていて
色々なところで議会が働いているの
だなと思いました。

犀川小学校６年１組
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後
集
編

記

議会広報
特別委員会 　

田
植
え
が
終
わ
り
、山
の
木
々
に
は
新

芽
が
出
て
、み
や
こ
平
野
は
緑
一
色
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
素
晴
ら
し
い
み
や
こ
の
地
で
育

徳
館
高
校
野
球
部
が
激
戦
を
勝
ち
抜
き
、

令
和
６
年
の
秋
の
九
州
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。１
回
戦
を
勝
ち
あ
が
り
、県
の

代
表
と
し
て
大
い
に
健
闘
し
ま
し
た
。

　
管
弦
楽
部
は
今
年
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

　
ま
た
、犀
川
中
学
と
豊
津
中
学
の
サ
ッ

カ
ー
合
同
チ
ー
ム
が
、今
年
３
月
の
九
州

大
会
で
見
事
３
位
に
か
が
や
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
若
者
た
ち
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。私
達
も
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
暑
さ
厳
し
き
折
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

六
田 

一
美

※
1 

第
1
5
5
回
九
州
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会

※
2 

第
49
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

※
3 

K
Y
F
A
第
38
回
九
州
中
学
U-

14
サ
ッ
カ
ー
大
会

９
月
の
定
例
会
は
、

９
月
１
日（
月
）開
会
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

り
よ
だ
会
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1
月
、旧
鐙
畑
小
学
校
跡
地（
犀
川
）に

て
、「
被
爆
エ
ノ
キ
３
世
」の
苗
木
の
植
樹
が

行
わ
れ
ま
し
た
。広
島
で
被
爆
し
た
エ
ノ
キ

の「
２
世
」か
ら
生
ま
れ
た
苗
木
を
、地
域
の

思
い
と
と
も
に
植
え
る
こ
の
活
動
に
は
、地

元
住
民
や
林
業
関
係
者
、子
ど
も
た
ち
な
ど

約
３０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
、元
々
百
貨
店
の
井
筒
屋
が

京
築
の
ヒ
ノ
キ
と
暮
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ち
く
ら
す
）等
の
協
力
を
得
て
、2
0
2
4

年
4
月
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
植
樹
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
す
。し
か
し
、植
え
た
苗
木
は
シ
カ
の

食
害
や
台
風
に
よ
る
土
砂
流
出
な
ど
の
被

害
に
遭
い
、大
半
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、ち
く
ら
す
の
メ
ン
バ
ー
が
新
た

な
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、防
護

ネ
ッ
ト
の
設
置
や
補
植
を
行
い
ま
し
た
。

　
植
樹
先
と
し
て
こ
の
地
が
選
ば
れ
た
の
は

1
9
8
3
年
、旧
鐙
畑
小
学
校
が
広
島
平

和
記
念
公
園
に
捧
げ
た
千
羽
鶴
が
縁
で
被

爆
者
の
福
田
さ
ん
と
交
流
が
始
ま
っ
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。1
9
9
7
年
鐙
畑
小
学
校
閉

校
の
報
を
聞
い
た
福
田
さ
ん
が
交
流
の
証

と
し
て
被
爆
エ
ノ
キ
2
世
を
統
合
先
の
犀
川

小
に
贈
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。今
回
の
植

樹
は
物
語
の
は
じ
ま
り
の
場
所
で
あ
る
旧

鐙
畑
小
学
校
跡
地
へ
の
植
樹
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
木
の
植
樹
に
至
る
物
語
を
紐
解
け

ば
、戦
争
を
知
ら
な
い
私
た
ち
で
も
、当
時

精一杯
生
き
抜
い
た
人
々
の
苦
悩
、喜
び
、願

い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
ゆ
え
、物
語
そ
の
も
の
を
深
く
知
る

こ
と
が
、そ
れ
自
体「
平
和
の
バ
ト
ン
」に

な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　「
一隅
を
照
ら
す
」、自
分
に
で
き
る
こ
と

は「
平
和
の
木
」に
つ
い
て
の
事
実
を
拾
い
集

め
、伝
え
て
い
く
こ
と
。

　
こ
の「
平
和
の
木
」に
か
か
わ
る
情
報
発
信

が
、こ
の
町
の
誰
か
の
、平
和
の
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
思

い
、こ
の
先
も
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
続
け
ま
す
。

　
折
り
鶴
が
運
ん
だ「
平
和
の
木
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
代
表
　
有
田 

利
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
元
犀
川
小
学
校
校
長
）

「
平
和
へ
の
思
い
を

　
　
　
　
次
世
代
へ
」

〜
被
爆
エ
ノ
キ「
３
世
」の
苗
木
を

　
　
　
　
旧
鐙
畑
小
跡
地
に
植
樹
〜

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る！！！！

植樹のようす

委
　
員
　
長
　
　
熊
　
谷
　
み
え
子

副 

委 

員 

長
　
　
石
　
松
　
雄
　
太

委
　
　
　
員
　
　
柿
　
野
　
義
　
直

　
　
〃
　
　
　
　
六
　
田
　
一
　
美

　
　
〃
　
　
　
　
柿
　
野
　
直
　
子

　
　
〃
　
　
　
　
松
　
本
　
　
　
潤

発
行
責
任
者
　
　
田
　
中
　
勝
　
馬

※
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※
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※
3
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